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他国からの弾道ミサイル発射に伴うＪアラート警報発令時の対応について

　　

（自宅待機及び登校開始ｏ再開についての電話連絡網ゑ緊急メール配信は無し）

昨日は、 標記の件について、 お忙しい時間の中、 急な対応にも関わらず、 ご協力いただきありがと

う ございました。

今回の動きを振り返り、 改めて関係機関と連携し、 他国からの弾道ミサイルが日本の領土ｏ領海に

落下する可能性又は領土・領海を通過する可能性がある場合に使用される全国瞬時警報システム （Ｊア

ラート） が発令された場合の対応について確認ｏ整理しましたのでお知らせします。

つきましては、 下記の通りご確認、 ご協力をお願いいたします。

１． Ｊアラート警報が登校前に発今された場合

（１） 自動的に自宅待機といたします。

　　　　　　　　　

【電話連絡網や緊急メール配信は無し】

（２） 政府からの情報により、 弾道ミサイルが日本上空を通過した後に、 テレビｏラジオぞ 「ミサイ

　

ルが◎◎海に落下した」 との情報を確認した後、 自動的に登校開始といたします。
【電話連絡網や緊急メール配信は無し】

２．Ｊアラート警報が登校中に発今された場合（防災行政無線等により発令を確認できた場合）

（１） 自分のいる位置によって自宅に急い 戻るか、 そのまま学校へ急いで行くか、 近くの きるだ

　

け頑丈な建物に避難する。（各家庭Ｔ確認をお願いいたします）

（２） 自宅へ戻る、 または建物に避難した場合は、 上記１．（２） と同様に、 テレビ・ラジオ、 防災行

　

政無線等により 「ミサイルが◎◎海に落下した」 との情報を確認した後、 登校再開といたします，
【電話連絡網や緊急メール配信は無し】

　

なお、 いずれも通常の登校時刻に間に合わなかった場合でも遅刻扱いにはいたしません。

　

また、 これ以タトの対応が必要な場合 （例；始業時間が大幅に遅れる， 臨時休業にする等） につきま

しては緊急メール等・でお知らせします。

３． その他

　

児童生徒が学校で活動している時間帯にＪアラート警報が発今された場合については、 学校ては以

下の対応をとります。
（１） ドアや窓はすべて閉めて、 ドア、 壁、 窓ガラスから離れる。

（２） 校庭やグラウンドにいる児童生徒は、 速やかに校舎内に避難させる。

（３）校タト 活動している児童生徒は、 近くの建物などに避難させる。

（４） 下校直前の時間帯の場合は、 下校 （帰宅） を一時中断し、 校舎内に待機させる。

（下校中の場合は、 学校か自宅の近い方へ急いで避難するか、 近くの建物に避難する）


